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自見氏のさらなる活躍にエール
医
政
活
動
の
重
要
性
が
浸
透

21
万
票
超
を
獲
得
し
再
選

　

７
月
10
日
、
日
本
医
師

会
館
で
医
師
会
関
係
者
や

支
援
者
ら
と
と
も
に
開
票

を
待
つ
自
見
氏
。
茂
松
茂

人
・
大
阪
府
医
師
政
治
連

盟
委
員
長
も
会
場
で
吉
報

を
願
っ
て
い
た
。
開
票
開

始
直
後
、「
当
選
確
実
」

の
知
ら
せ
が
伝
わ
る
。
自

見
氏
は
安
堵
の
表
情
を
浮

か
べ
た
の
も
束
の
間
、
医

療
界
の
厳
し
い
状
況
を
見

据
え
、
次
期
に
向
け
て
決

意
を
示
し
た
。

　

「
２
０
２
４
年
度
の
ト

リ
プ
ル
改
定
に
向
け
て
、

社
会
保
障
費
の
確
保
が
課

題
と
な
る
。
ま
た
、
こ
れ

か
ら
日
本
、
世
界
は
大
き

な
困
難
を
迎
え
る
。
外

交
、
安
全
保
障
の
領
域
で

も
、
子
ど
も
対
策
で
も
大

き
な
試
練
が
待
ち
受
け
て

い
る
が
、
と
も
に
乗
り
越

え
て
い
き
た
い
」
と
述
べ

た
。
一
方
で
、「
気
持
ち

を
一
つ
に
し
て
６
年
間
を

集まった関係者らに当選の感謝を述べる自見議員

歩
ん
で
い
き
た

い
。
新
た
な
決

意
で
胸
が
い
っ

ぱ
い
だ
」
と
も

語
っ
た
。

　

松
本
吉
郎
・

日
医
会
長
は
、

「
自
見
議
員
に

は
さ
ら
に
活
躍

し
て
い
た
だ

き
、
国
民
の
命

と
健
康
を
守
れ

る
よ
う
な
政
治

を
す
る
た
め
に

大
き
く
羽
ば
た

い
て
ほ
し
い
」

と
期
待
を
寄
せ

た
。
ま
た
、
同

席
し
て
い
た
尾

﨑
治
夫
・
東
京

都
医
師
政
治
連

盟
委
員
長
、
羽

生
田
た
か
し
・

参
院
議
員
ら
も
祝
辞
を
送

っ
た
。

自
見
氏
の
医
療
界
ト
ッ
プ
当
選

 

茂
松
委
員
長
、改
め
て
謝
意

　

自
見
は
な
こ
・
参
議
院

議
員
の
当
選
を
受
け
、
茂

松
茂
人
・
大
阪
府
医
師
政

治
連
盟
委
員
長
は
、
連
盟

員
の
尽
力
に
改
め
て
謝
意

を
表
し
た
。
今
回
の
選
挙

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
対
応
に
追
わ

れ
、
思
う
よ
う
な
選
挙
活

動
が
で
き
な
い
状
況
で
投

開
票
を
迎
え
た
。
結
果
を

見
る
と
、
大
阪
府
内
で
の

得
票
数
は
、
前
回
（
令
和

元
年
）
よ
り
も
３
７
１
０

票
を
伸
ば
し
て
８
２
４
８

票
で
あ
っ
た
。

　

茂
松
委
員
長
は
、
事
前

の
厳
し
い
予
想
を
覆
す

「
医
療
界
ト
ッ
プ
、
特
定

枠
を
除
く
実
質
６
位
の
結

果
」
に
関
し
て
、「
連
盟

員
の
理
解
の
賜
物
」
と
強

調
。
一
定
の
票
数
を
得
た

こ
と
で
、「
国
民
の
た
め

の
医
療
を
提
供
す
る
体
制

に
一
歩
近
づ
け
た
」
と
の

見
方
を
示
し
た
。
さ
ら

に
、
多
く
の
候
補
者
が
前

回
選
挙
よ
り
も
得
票
数
を

落
と
す
中
、
自
見
氏
が
２

８
０
７
票
を
積
み
上
げ
た

こ
と
は
、「
危
機
感
の
表

れ
」
と
も
評
し
た
。
社
会

保
障
制
度
改
革
、
診
療
報

酬
改
定
な
ど
、
政
治
と
の

接
触
は
不
可
避
で
あ
り
、

普
段
か
ら
政
治
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
る

必
要
性
も
指
摘
し
た
。

　

一
方
、
Ａ
会
員
１
人
当

た
り
の
得
票
数
で
見
る

と
、
大
阪
府
は
１
・
11
と

47
都
道
府
県
で
最
下
位
で

あ
っ
た
と
報
告
。
３
回
連

続
で
同
じ
結
果
と
な
っ
た

こ
と
に
つ
い
て
遺
憾
の
意

を
表
し
な
が
ら
も
、「
引

き
続
き
政
治
の
大
切
さ
を

伝
え
て
い
け
る
よ
う
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
」
と
決

意
を
語
っ
た
。

　

そ
し
て
、
選
挙
直
前
、

凶
弾
に
倒
れ
た
安
倍
晋
三

・
元
総
理
に
哀
悼
の
意
を

表
し
た
（
裏
面
に
関
連
）。

　第26回参議院議員選挙が７月10日、投開票された。
日本医師連盟の推薦を受け、２期目を目指す自見はな
こ氏が、21万3,369票を獲得した。日本医師連盟のほ
か、日本歯科医師連盟、日本薬剤師連盟、日本看護連
盟など医療系組織内候補がひしめく中、前回選挙から
票を積み上げた自見氏が医療界トップの成績で厳しい
選挙戦を制した。

　

茂
松
茂
人
委
員
長
を
は

じ
め
、
大
阪
府
医
師
政
治

連
盟
の
先
生
方
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
平
素
よ
り
大

変
お
世
話
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　

６
月
22
日
公
示
、
７
月

10
日
投
開
票
で
行
わ
れ
た

こ
の
度
の
参
議
院
議
員
選

挙
は
、
非
常
に
厳
し
い
闘

次
の
任
期
も
使
命
を
果
た
す

 

参
議
院
議
員　
　

自
見　

は
な
こ

い
で
し
た
が
、
大
阪
府
で

８
２
４
８
票
、
全
国
で
21

万
３
３
６
９
票
と
い
う
、

１
期
目
の
得
票
を
上
回
る

数
の
ご
負
託
を
賜
り
、
医

療
界
１
位
の
成
績
で
当
選

を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
大
き
な
責
任
に
、

身
が
引
き
締
ま
る
思
い
で

す
。
先
生
方
か
ら
の
ご
期

待
に
お
応
え
す
べ
く
、
い

た
だ
い
た
６
年
間
の
任
期

で
、
我
が
国
の
社
会
保
障

を
取
り
巻
く
諸
課
題
に
全

身
全
霊
で
取
り
組
む
所
存

で
す
。

　

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
攻
や
中
国
の
軍
事

的
拡
張
な
ど
、
緊
迫
す
る

安
全
保
障
情
勢
を
受
け

て
、
防
衛
費
の
倍
増
が
自

民
党
の
公
約
に
な
り
ま
し

た
。
防
衛
力
の
強
化
は
当

然
必
要
な
こ
と
で
す
が
、

限
り
あ
る
財
源
の
中
で
社

会
保
障
費
の
確
保
が
一
層

厳
し
さ
を
増
す
こ
と
が
予

想
さ
れ
ま
す
。
２
０
２
４

年
に
あ
る
診
療
報
酬
・
介

護
報
酬
・
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
等
報
酬
の
ト
リ
プ
ル

改
定
で
の
確
実
な
財
源
確

保
に
向
け
、
不
退
転
の
覚

悟
で
臨
み
ま
す
。

　

か
か
り
つ
け
医
の
あ
り

方
の
議
論
も
本
格
化
し
て

ま
い
り
ま
す
。
医
療
費
抑

制
の
た
め
に
患
者
さ
ん
の

受
診
の
門
戸
を
狭
め
る
よ

う
な
こ
と
は
、
あ
っ
て
は

な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
24
年
に
は
医
師

の
時
間
外
労
働
規
制
も
適

用
開
始
と
な
り
ま
す
。
ス

チ
ュ
ー
デ
ン
ト
ド
ク
タ
ー

の
法
制
化
や
タ
ス
ク
シ
フ

ト
・
シ
ェ
ア
に
つ
い
て
定

め
た
医
療
法
等
の
改
正
が

昨
年
成
立
し
、
地
域
医
療

を
守
り
つ
つ
過
重
労
働
を

防
ぐ
た
め
の
働
き
方
改
革

見
直
し
の
議
論
も
本
格
化

し
て
ま
い
り
ま
す
。
保
健

所
強
化
を
含
め
た
保
健
行

政
の
見
直
し
や
、
コ
ロ
ナ

後
を
見
据
え
た
外
国
人
医

療
の
問
題
も
重
要
課
題
で

す
。
新
た
に
設
置
さ
れ
る

内
閣
感
染
症
危
機
管
理
庁

の
中
で
ワ
ン
ヘ
ル
ス
の
取

り
組
み
も
含
む
様
々
な
新

興
感
染
症
対
策
を
強
化
し

て
い
く
タ
イ
ミ
ン
グ
で
も

あ
り
ま
す
。
我
が
国
の
Ｐ

Ｃ
Ｒ
等
の
検
査
の
外
部
／

内
部
精
度
管
理
の
基
盤
づ

く
り
も
引
き
続
き
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。
デ
ー
タ
ヘ

ル
ス
の
推
進
も
、
大
き
な

政
策
テ
ー
マ
で
す
。

　

社
会
保
障
の
最
大
の
懸

念
で
あ
る
少
子
高
齢
化
に

つ
い
て
も
、
来
年
４
月
の

「
こ
ど
も
家
庭
庁
」
創
設

に
よ
っ
て
子
ど
も
・
子
育

て
政
策
を
抜
本
的
に
見
直

し
、
未
来
を
担
う
子
ど
も

達
の
健
や
か
な
成
長
を
力

強
く
サ
ポ
ー
ト
し
て
ま
い

り
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
初

当
選
か
ら
取
り
組
み
、
成

育
基
本
法
お
よ
び
死
因
究

明
等
推
進
基
本
法
に
も
盛

り
込
ん
だ
Ｃ
Ｄ
Ｒ
（
チ
ャ

イ
ル
ド
・
デ
ス
・
レ
ビ
ュ

ー
）
に
つ
い
て
も
、
こ
ど

も
家
庭
庁
の
下
で
着
実
に

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ほ
か
に
も
、
社
会
保
障

を
巡
る
課
題
は
様
々
に
あ

り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
が
ま
さ

に
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う

に
、
こ
れ
か
ら
の
６
年
の

間
に
も
、
今
か
ら
は
想
像

も
し
な
い
出
来
事
が
起
き

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
ど
ん
な
こ
と
が
あ

っ
て
も
、
国
民
皆
保
険
制

度
と
地
域
の
医
療
提
供
体

制
を
守
り
、
地
域
社
会
を

支
え
て
い
く
こ
と
は
、
絶

対
の
使
命
で
す
。
ど
う
か

よ
り
一
層
の
ご
指
導
ご
鞭

撻
の
程
、
心
よ
り
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。
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「
自
分
の
足
で
立
て
る
」

 

日
本
に

 

参
議
院
議
員　
　

松
川　

る
い

　

７
月
10
日
投
開
票
の
参

議
院
選
挙
が
終
わ
り
ま
し

た
。
皆
様
の
ご
支
援
の
お

か
げ
を
も
ち
ま
し
て
、
72

万
５
２
４
３
の
得
票
で
２

期
目
の
当
選
を
果
た
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
大
阪

府
医
師
政
治
連
盟
の
茂
松

茂
人
委
員
長
、
医
松
会
の

上
野
豊
会
長
を
は
じ
め
、

私
と
と
も
に
こ
の
長
く
厳

し
い
選
挙
を
戦
っ
て
く
だ

さ
っ
た
皆
様
、
そ
し
て
私

に
一
票
を
託
し
て
く
だ
さ

っ
た
皆
様
、
す
べ
て
の
皆

様
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

今
回
の
選
挙
は
大
変
暑

い
中
の
厳
し
く
長
い
戦
い

で
あ
り
、
さ
ら
に
、
７
月

８
日
に
安
倍
晋
三
元
総
理

が
凶
弾
に
倒
れ
急
逝
さ
れ

る
と
い
う
シ
ョ
ッ
ク
と
悲

し
み
を
抱
え
た
戦
い
と
も

な
り
ま
し
た
。
安
倍
元
総

理
が
最
後
に
か
け
て
く
だ

さ
っ
た
お
言
葉
は
、
６
月

28
日
富
田
林
市
で
の
街
頭

演
説
の
帰
り
際
、「
松
川

さ
ん
、
一
番
だ
か
ら
ね
！

頑
張
っ
て
」
で
し
た
。
残

念
な
が
ら
一
番
は
取
れ
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
維
新

の
ワ
ン
ツ
ー
フ
ィ
ニ
ッ
シ

ュ
は
阻
止
で
き
ま
し
た
。

　

さ
て
、
参
議
院
議
員
と

し
て
２
期
目
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
こ
の
選
挙
戦

を
通
じ
て
私
が
訴
え
て
き

た
こ
と
で
も
あ
り
ま
す

が
、
私
は
、
ロ
シ
ア
に
よ

る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
に
よ

り
世
界
は
変
わ
っ
て
し
ま

っ
た
と
思
い
ま
す
。
日
本

が
新
た
な
「
危
機
の
時

代
」
を
乗
り
越
え
て
い
く

た
め
に
、
日
本
と
い
う
国

を
「
自
分
の
国
は
自
分
で

守
る
。
そ
し
て
自
分
の
足

で
立
て
る
日
本
」
に
し
て

い
く
こ
と
、
こ
れ
こ
そ

が
、
こ
れ
か
ら
の
私
の
政

治
家
と
し
て
の
使
命
だ
と

感
じ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
防
衛
力
の
強
化

の
み
な
ら
ず
、
食
糧
と
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
安
全
保
障
の

強
化
が
必
要
で
す
。
食
糧

と
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
自
給
で

き
る
ロ
シ
ア
は
馬
鹿
げ
た

戦
争
を
継
続
し
、
一
方

で
、
平
和
国
家
日
本
が
電

力
供
給
不
足
や
物
価
高
で

苦
し
む
と
い
う
状
況
を
変

え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　

ま
た
、
少
子
化
対
策
、

子
ど
も
・
若
者
支
援
は
喫

緊
の
課
題
で
す
。
同
時

に
、
国
民
の
安
心
の
源
で

あ
る
社
会
保
障
制
度
の
ア

ッ
プ
グ
レ
ー
ド
の
必
要
性

も
感
じ
ま
し
た
。

　

今
回
の
選
挙
を
通
じ

て
、
皆
様
と
触
れ
合
う
中

で
、
あ
ら
た
め
て
、
こ
う

し
た
様
々
な
課
題
に
つ
い

て
気
付
か
さ
れ
ま
し
た
。

私
の
目
を
啓
か
せ
て
く
だ

さ
っ
た
す
べ
て
の
皆
様
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
ご
指
導
、
ご
鞭

撻
の
程
、
何
卒
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

党内での上位当選が重要に
大阪府医師政治連盟決起大会

茂松・府医政連委員長が副委員長に就任
日本医師連盟執行委員会

安
倍
元
総
理
の
逝
去
を
受
け
て

　

参
議
院
議
員
選
挙
を
直
前
に
控
え
た
７
月
６
日
午
後
、
大
阪
府

医
師
会
館
に
お
い
て
「
大
阪
府
医
師
政
治
連
盟
決
起
大
会
」
が
開

か
れ
た
。
政
界
・
医
療
界
各
氏
か
ら
激
励
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
送
ら

れ
た
自
見
は
な
こ
・
松
川
る
い
両
参
議
院
議
員
は
、
国
政
の
場
で

の
さ
ら
な
る
飛
躍
を
誓
っ
た
。

　

加
納
康
至
・
大
阪
府
医

師
会
政
治
連
盟
（
医
政

連
）
副
委
員
長
の
司
会
に

よ
り
開
会
。
は
じ
め
に
、

茂
松
茂
人
・
医
政
連
委
員

長
よ
り
あ
い
さ
つ
が
あ
っ

た
。
茂
松
委
員
長
は
、
社

会
保
障
に
関
す
る
予
算
配

分
な
ど
の
決
定
権
は
政
権

与
党
が
握
っ
て
い
る
と
し
、「
政
権
与
党
で
あ
る

自
民
党
で
組
織
内
候
補
が

上
位
当
選
を
果
た
す
こ
と

が
重
要
」
と
力
説
。
自
見

氏
へ
の
投
票
を
強
く
呼
び

か
け
た
。

　

続
い
て
、
来
賓
と
し
て

山
田
太
郎
・
参
議
院
議
員

（
デ
ジ
タ
ル
大
臣
政
務
官

兼
内
閣
府
大
臣
政
務

官
）、
岡
下
昌
平
・
前
衆

議
院
議
員
、
羽
生
田
た
か

し
・
参
議
院
議
員
（
日
本

医
師
連
盟
参
与
）、
林
幹

雄
・
衆
議
院
議
員
（
地
方

創
生
実
行
統
合
本
部

長
）、
二
階
俊
博
・
衆
議

院
議
員
（
国
土
強
靭
化
推

進
本
部
長
）
か
ら
あ
い
さ

つ
が
あ
っ
た
。
二
階
氏
は

自
見
氏
の
父
親
で
あ
り
郵

政
大
臣
な
ど
を
歴
任
し
た

自
見
庄
三
郎
氏
と
と
も
に

政
治
家
と
し
て
奮
闘
し
た

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
披
露
。
そ

し
て
、
自
見
氏
に
は
父
親

と
同
様
、「
馬
力
と
セ
ン

ス
で
日
本
の
政
治
を
引
っ

張
っ
て
ほ
し
い
」
と
エ
ー

ル
を
送
っ
た
。
ま
た
、
松

川
氏
に
向
け
て
も
「
国
難

を
乗
り
越
え
て
次
の
世
代

に
バ
ト
ン
を
つ
な
い
で
い

た
だ
き
た
い
」
と
期
待
を

寄
せ
た
。

　

次
い
で
、
日
本
医
療
法

人
連
盟
・
大
阪
府
医
療
法

人
連
盟
の
委
員
長
を
務
め

る
加
納
繁
照
氏
が
登
壇
。

自
見
・
松
川
両
氏
の
上
位

当
選
を
祈
念
し
て
激
励
の

言
葉
が
伝
え
ら
れ
た
。

　

こ
れ
に
呼
応
し
、
自
見

氏
が
決
意
を
表
明
。
今
回

の
選
挙
は
個
人
的
な
も
の

で
は
な
く
、「
組
織
と
し

て
の
力
が
試
さ
れ
る
」
と

力
説
し
た
。
社
会
保
障
の

充
実
の
た
め
、
子
ど
も
を

大
事
に
す
る
国
と
す
る
た

め
、
全
力
を
尽
く
す
と
声

を
強
め
た
。
松
川
氏
は
大

阪
で
は
維
新
の
会
が
強

く
、
厳
し
い
戦
い
に
な
る

と
見
通
す
一
方
、「
弱
肉

強
食
、
市
場
原
理
主
義
が

正
し
い
と
は
思
わ
な
い
」

と
訴
え
、
選
挙
戦
に
向
け

て
全
力
で
戦
う
と
し
た
。

　

最
後
に
高
井
康
之
副
委

員
長
の
声
に
あ
わ
せ
、

「
が
ん
ば
ろ
う
」
を
三
度

唱
和
し
、
残
り
４
日
に
迫

っ
た
第
26
回
参
議
院
議
員

選
挙
に
向
け
、
ラ
ス
ト
ス

パ
ー
ト
を
誓
っ
た
。

　

日
本
医
師
連
盟
（
日
医

連
）
執
行
委
員
会
が
７
月

19
日
午
後
、
テ
レ
ビ
会
議

で
行
わ
れ
た
。
大
阪
か
ら

は
、
高
井
康
之
・
加
納
康

至
両
大
阪
府
医
師
政

治
連
盟
副
委
員
長
、

栗
山
隆
信
・
同
執
行

委
員
が
参
加
し
た
。

　

こ
の
日
は
ま
ず
、

日
医
連
人
事
を
協

議
。
規
約
に
基
づ

き
、
松
本
吉
郎
・
日

本
医
師
会
長
が
委
員

長
に
互
選
さ
れ
た
。

ま
た
、
副
委
員
長
に

は
、
茂
松
茂
人
・
角

田
徹
・
猪
口
雄
二
各

日
医
副
会
長
、
須
藤

英
仁
氏
（
群
馬
県
医

師
会
長
）、
安
田
健

二
氏
（
石
川
県
医
師

会
長
）、
小
玉
弘
之

氏
（
前
秋
田
県
医
師

会
長
）
が
就
任
し
た
。
任

期
は
２
年
。

　

次
い
で
、
羽
生
田
た
か

し
参
議
院
議
員
の
ほ
か
、

今
回
当
選
を
果
た
し
た
自

山田氏

羽生田氏

二階氏（中央）が自見・松川氏を激励

加納氏
共
闘
を
誓
う
自
見（
右
）・

松
川
（
左
）
両
氏

岡下氏

林氏

茂松委員長

見
は
な
こ
氏
、
星
北
斗

氏
、
藤
井
一
博
氏
が
あ
い

さ
つ
。
今
後
の
抱
負
を
語

っ
た
。
次
い
で
、
釜
萢
敏

・
日
医
連
常
任
執
行
委
員

が
第
26
回
参
議
院
議
員
選

挙
結
果
を
総
括
。
そ
の

後
、
今
後
の
課
題
や
次
期

参
院
選
へ
の
準
備
等
に
つ

い
て
意
見
を
交
わ
し
た
。

　

７
月
８
日
、
安
倍
晋
三

元
総
理
大
臣
が
参
議
院
議

員
選
挙
の
応
援
演
説
中
に

凶
弾
に
倒
れ
、
逝
去
さ
れ

ま
し
た
。

　

安
倍
元
総
理
は
、
難
病

と
も
闘
い
な
が
ら
、
憲
政

史
上
最
も
長
い
期
間
に
わ

た
っ
て
、
様
々
な
問
題
の

解
決
に
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。
医
療
や
介
護
分
野
に

も
造
詣
が
深
く
、
国
民
皆

保
険
制
度
の
堅
持
や
地
域

医
療
提
供
体
制
の
重
要
さ

に
も
明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン
を

お
持
ち
で
、
日
本
医
師
会

と
も
協
力
関
係
を
築
い
て

お
ら
れ
ま
し
た
。

　

総
理
在
任
中
４
回
に
わ

た
っ
て
診
療
報
酬
の
改
定

に
も
携
わ
ら
れ
、
医
療
機

関
の
厳
し
い
経
営
状
況
に

も
理
解
を
示
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
し

て
も
、
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
を
発
揮
さ
れ
、
未
曾

有
の
国
難
に
対
し
て
鋭
意

奮
闘
さ
れ
ま
し
た
。

　

安
倍
元
総
理
の
こ
れ
ま

で
の
ご
功
績
に
対
し
て
、

改
め
て
感
謝
の
意
と
尊
敬

の
念
を
表
す
る
と
と
も

に
、
安
倍
元
総
理
が
描
か

れ
た
国
民
の
健
康
を
守
っ

て
い
く
と
の
思
い
を
改
め

て
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

こ
こ
に
謹
ん
で
哀
悼
の
意

を
表
し
、
心
よ
り
ご
冥
福

を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。　

大
阪
府
医
師
政
治
連
盟

 

委
員
長　

茂
松　

茂
人

「がんばろう」を３度連呼


